











































































































































































































































































































































































































8/4	 8/5	 8/6	 8/7	
観測あり予報（再解析データ） 
観測あり予報→予報成功 
観測なし予報→予報失敗 
実況  
北極海航路上の天気予報向上には特別観測が効果的	
Yamazaki	et	al.	(2015	JGR-A)	
9月の高層気象観測を強化	
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みらい	
みらい	
ユーリカ	
ユーリカ	
アラート	
アラート	
ニーオルスン	
ニーオルスン	
ドイツ砕氷船	
2013年9月	
2014年9月	
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北極海航路上の強風事例	
追加観測で表層風の予測精度が向上	
	
みらい	
ユーリカ	
アラート	
ニーオルスン	
観測データがないと4m/s以上も
表層風を過小評価して予報	
みらい	
Inoue	et	al.	(2015,	in	press)	
表層風の誤差は海氷予測にも影響	
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1グリッド（25km）程度の空間スケールで差が出る	
※船上からの目視の範囲に相当するスケールため航行上意味のある値	
Inoue	et	al.	(2015,	in	press)	
１日当たり何回の観測が必要？	
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４回が適当	
８回では頭打ち	
2回以下では不十分	
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　　　　　　　　「みらい」での一日当たりの観測回数　　　　　	
Inoue	et	al.	(2015,	in	press)	
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　　　　　　　　　まとめ	
u 気象観測と気象予測の融合は海氷予測向上に不可欠	
Ø  北極海航路関係者に対して有用	
Ø  中高緯度リンク、極端気象等の社会的要請	
u 日本のこれまでの実績は国際コミュニティーで高く評価	
Ø  高層気象観測網の構築	
Ø  データ同化	
u ArCSプロジェクトによる国際共同研究の推進	
Ø  YOPP集中観測を牽引	
Ø  予測可能性研究の発展	
	
